
グループ名   花水木     

１ミッションを確認する 

 ミッション：組織の最終的な目標、長期的な目標について書いてください 

 

 鶴生田川が、人々にとって親水性の高い川になるよう、市民運動として盛り上げていく。 

具体的な事業領域：どのような事業を展開していますか 

 

 河川の改修などのハード事業の提案と、人々が鶴生田川に関心を持つ用など独自のソフト事

業の展開。 

 

【ハード事業】 

  河川改修方法についての具体的なアイデアは、現在、グループとして検討中。その結果を 

 うけ、県や国などに施策を提案していく 

 

【ソフト事業】 

  鶴生田川のプランターの植え替えやボート体験、イルミネーション・灯ろうの設置など、 

 ソフト事業を継続的に展開  

中期計画（重点目標）：２．３年で達成したい目標は何ですか 

 

【ハード事業】 

  河川改修の規模や方法などの、花水木としての方向性を定め、その改修についての調査研 

 究を行って、国県へ提言する 

 

【ソフト事業】 

  現在までのソフト事業を展開し、鶴生田川沿いの住民の参加の増加など、より内容が充実 

 するような仕掛けづくりに努める 

   



２ 歴史、現在の状況を知る 

①花水木のこれまでの歴史と状況について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ミッションの変化について、感じてることを書いてください 

 

 

②ミッションの変化について、感じていることを書いてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年目(2001 年) 

・まちづくり（鶴生田川の親水）に関心のある人間が集まる 
・目的は、親水→汚い川をきれいにしたい。街中を流れる川について考える。 
・目的達成のため河川改修を提案（自然護岸、二層構想）→釜川の視察 
二年目（2002 年） 

・釜川視察の発表（改修方法の発表）・葉桜交流会（地域住民と交流） 
・七夕祭り・ミルキーウェイ・田舟探し・区長さんとの懇談会 
三年目（2003 年） 

・葉桜交流会（二層 9パターン投票） 
・親水大作戦スタート 
・七夕にイルミと紙灯ろう 
四年目（2004 年） 

・親水大作戦→子供たちの見た鶴生田川写真展＋未来の鶴生田川投票 
・土木事務所との交流会 
※（土木の見解）県内治水が完結していない、現在の川幅では二層の場合に水があふれるため

難しい 
・七夕祭り（イルミ、紙灯ろう） 
五年目（2005 年） 

・親水大作戦 
・七夕祭り→メルヘン灯ろうを新設設置、イルミ設置 
・アンケート計画中 
今なにをしているか（現在の継続事業、取り組んでいること） 

・親水大作戦（花植え、川下り、イルミ、メルヘン灯ろう） 

現在のミッションに対する思い 

・鶴生田川の親水性という大テーマは変わらないものの、その手法について、メンバーそれぞ

 れの思いがあり、具体的なミッションが統一していない。 

  

 

 

疑問、問題点、今後の課題、気になること 

・地域住民のニーズと我々の提案、事業はマッチしているか 
                 →花水木に良くない感情を持っている人がいる 
・二層構想河川は技術的に可能か 
・地域に住む人と話し合う場がほしい 
・地域の人にも関心を持ってもらいたい 
 

 

意見など 

・提案内容の一本化 
・一本でなくて良い→選択肢を提供し選んでもらう 
 （花水木は選択肢の内容、方法について考える。） 
 


